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イ 実践事例②Ｂ校（第６学年）       
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★本単元における授業改善の流れ（単元前） 

授業改善の流れ Ｂ教諭の意識 
「授業改善ステップ表」と 

「手立て一覧表」の活用 

（１） 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ教諭によるチェック（☑） 

 ステップ① ステップ② ステップ③ 

Ａ  ✔  

Ｂ ✔   

Ｃ  ✔  

Ｄ ✔   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ｈ′、ｊ 

Ｂ ｎ 

Ｃ ｐ、ｐ′ 

Ｄ ｊ′ 

 

 

 

       手立てを取り入れた授業実践は、次頁から見ることができます。 

  
 
身に付けさせるべ

き力を、児童に 
示してこな 
かったな…。  
 

  

学級の児童は、どのステップに当て

はまるかな？確かめてみよう！ 
そして、ステップアップするための 
手立ては…？ 
 Ｂ教諭 

 「授業改善ステップ表」 「手立て一覧表」 

※「授業改善ステップ表」と「手立て一覧表」 

は、トップページからダウンロードできます。 

児童の 

実態把握 

教師の課題把握 

（目指す児童の

姿の設定） 

課題を解決するため

に何をすべきか児童 
は考えていない。 

何を習得する単

元か、児童は分

かっていない。

「手立て一覧表」には、ステップアッ

プのための手立てがいくつか挙げられ

ているね。今回は、この手立てを取り

入れてみよう！ 

対話を通して、 
よりよい考えを 
導き出していない。 

できるようになっ

た理由や根拠を 
理解していない。 

今のステップと、次の段階のステップを見比べると、今の授業の改善

点が分かるよ。目指す児童の姿が具体的に設定できるね。 

本単元で取り

入れる手立て

の選択 

  
 
単元前にｄ、

単元後にｗ 
の手立ても 
使えそう…。 

各観点で目指す児童の姿（次のステップ） 

 

（３） 
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★単元目標 

◯意見文に説得力をもたせるよう、文章全体の構成の効果を考えることができる。 

◯話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べて考えをまとめることができる。 

 
★単元計画 

学習過程 時 主な学習活動 指導上の留意点（記号：手立て一覧表） 

単元前 
 ・学級文庫に現在の社会や自然環境についての本を

教室に置き、児童が関心をもてるようにする（ｄ）。 

一
次
（
つ
か
む
） 

 

1 

 

 

２ 

〇モデル文を読み、意見文の構成

の工夫を考え、学習課題を設定

する。 

〇学習課題を受けて、おおまかな

学習計画を立てる。 

・児童にとって身近なことを題材としたモデル文を

提示し、意見文の構成の工夫を考えさせることで、

学習課題に導く（ｈ′）。 

・児童の発言を取り上げながら時間と内容を検討さ

せることで、学びの主体性を促す。 

二
次
（
深
め
る
） 

 

３ 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

〇自分はどのような未来にしたい

かを考え、テーマを決定する。 

〇自分の意見の根拠となる情報

を、本などから調べる。 

 

○グループで意見を聞き合って、

考えを深める。 

○「予想される反論と、それに対

する自分の考え」を書く。 

 

○付箋を並べ替えて、意見文の構

成表を作成する。 

○構成表をグループの友達と紹介

し合い、必要に応じて修正する。 

 

 

 

〇構成表を基に意見文を書き、推

敲する。 

・ウェビングを用いることで、自分の考え（青色の付

箋）を整理することができるようにする（ｎ）。 

・意見の根拠となる情報は、緑色の付箋に書かせる 

ことで、後から並べ替える際、視覚的に情報を整理

することができるようにする。 

・同じテーマの児童間で質問や助言をさせることで、

具体的な理由を付け加えられるようにする（ｐ）。 

・「予想される反論と、それに対する自分の考え」を

ピンクの付箋に書かせることで、後から並べ替えら

れるようにする。 

・構成表のモデルを示すことで、説得力のある意見 

文の効果的な構成に気付けるようにする（ｈ′）。 

・事前に示した到達基準を基に振り返りをさせるこ

とで、目的意識を明確にする（ｊ、ｊ′）。 

・到達基準の内容を観点として対話させることで、 

考えをより確かなものにできるようにする

（ｐ′）。 

・付箋通りに書き写すのではなく、必要に応じて言 

葉を付け加えるよう促す。 

 「意見を聞き合って考えを深め、意見文を書こう」 

～未来がよりよくあるためのテーマについて友達と意見を聞き合い、根拠となる出来事・

資料、予想される反論とそれに対する考えを組み立てて、説得力のある意見文を書く～ 

第
６
学
年 

 

題
材
の
設
定
、
情
報
の

収
集
、
内
容
の
検
討 

構
成
の
検
討 

考
え
の
形
成
、
記
述 

推
敲 

構
成
の 

検
討 
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三
次
（
ま
と
め
る
） 

 

11 〇意見文を読み合い、振り返りを

行う。 

・到達基準を基に学習を振り返らせることで、自分 

の学びを実感することができるようにする

（ｊ′）。 

単元後 

 ・市の弁論大会で発表する児童の原稿を印刷して紹

介することで、本単元で学習した意見文の構成の有

用性について、実感することができるようにする。

（ｗ）。 

 

 

 

 

 

 

 

次頁からは、単元で取り入れた手立てのうち、特に成果が見られたものを中心に、授業の実際を紹

介します（「★手立てを取り入れた授業の実際」）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手立て一覧表」に挙げられている手立ては、単元の第一次～三次の

どの過程で取り入れるべきかも示してあるから、単元計画を立てると

きのヒントになるね。 

共
有 
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★手立てを取り入れた授業の実際 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教師自作の意見文①（モデル文）（資料

１）を提示し、単元のゴールへのイメージ

をつかませるとともに、意見文とはどのよ

うな構成なのかを児童に考えさせました。

その際、新出の指導事項である「予想され

る反論と、それに対する自分の考え」が入

っていない、教師自作の意見文②（資料２）

を、電子黒板上で対比的に提示（次頁資料

３）することにより、身に付ける力にも気

付くことができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ  身に付けるべき力を意識して、単元のゴールを見通す。 

Ｂ  課題を解決するための方策や道筋について、児童が自ら考える。 

ｈ′ モデルを提示することで、学習のゴールで身に付けるべき力に気付けるように

する。 

第一次 

①② 

／11 

資料２ 教師自作の意見文② 

資料１ 教師自作の意見文①（モデル文） 

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
店 

この単元では、説得力

のある意見文を書く

学習をします。先生

も、書いてみました。 

プラスチックスト

ローのことは、最近

よく話題になるな

…。 

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
店 

「予想される反論と、それに対する自

分の考え」が入っていない。 

こちらは、練習で書いてみた意

見文です。うまく書けなかった

のは、どの部分か分かります

か？ 
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また、言語活動として、佐賀新聞のコラム欄「opinion」に投稿する意見文を書くことを伝え、児童の

意欲を喚起しました。そして、新聞に載せるためには、初めて読んだ人でも納得できるような意見文に

すべきであることを確認し、学習への目的意識をもてるようにしました。 

 
その後、２つの意見文の対比で気付いたことを基

に、児童と学習計画を立てていきました。その際、

教科書に記載された指導事項のまとめを拡大印刷し

て掲示（資料４）していたことで、「単元のゴールま

でにどのような力を身に付けるべきなのだろう」と、

児童自身が積極的に考える姿が見られました。   

 

 

     

資料４ 教科書に記載された指導事項を掲示 

資料３ 教師自作の２つの意見文を対比的に提示 

教師自作の意見文①（モデル文） 

教師自作の意見文② 

（「予想される反論と、それに対する自分の考え」が入っていない） 

学習課題 

説得力のある構成で書く学習 

自分の考えを深めるために意見を聞き比べ、新聞に投稿する意見文を書こう。 

 
意見文というのは、相手を納得させる

説得力が必要なんだね。 

「環境問題にみんなが取り組んでいくこ

とが大事」という意見文に納得したよ。 

でも、説得力があるかどうかは、自分

だけでは分からないんじゃないかな。 
友達に聞いてもらいながら、説得力の

ある意見文を書きたいな。 

児童の気付きから学習課題を設定 

自分たちが書いた意見文

が、新聞に載るかもしれな

いのか…。 
①のような意見文を、書け

るようになりたいな！ 
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教師自作の意見文を基に、児童は右のような構成

で意見文を書くことについてまとめました。 
 その後、自分の意見の「根拠となる出来事・資料」、

「予想される反論と、それに対する自分の考え」に

ついて、本で調べたり友達と対話したりしながら情

報収集をしました。        

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教師による実演を通して、児童自身が導き

出した「構成表作りのポイント」は、右の(1)

と(2)です。この観点に沿って、個人で構成表

作りの作業を整理した後、３人グループで互

いの構成表について話し合いました。 

 

                                      

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 教師自作の意見文①（モデル文）の構成表 

Ｃ  対話を通して、考えを確かなものにしたり、見直したりする。 

 

ｐ′ 話し合う際の観点や目的を明確に示すことで、考えの広がりや深まりを促す。 

第二次 

⑨／11 

 構成の検討段階では、まず、教師自作の意見文の基となった構成表を教師が提示しました。次に、教師

が自作の意見文①（モデル文）を仕上げるに当たり、構成表をどのように修正したのか実演してみせるこ

とで、児童自身が「構成表作りのポイント」に気付けるようにしました（資料５）。 

資料５ 教師による構成表修正の実演 

修正前の構成表 

〈説得力のある意見文の構成〉 

１．自分の意見 
２．根拠となる出来事・資料 
３．予想される反論と、それに対する自分の考え 
４．自分の意見とまとめ 

資料６ 観点を基にグループで話し合う児童 

 話合いの観点が明確であ

ったことで、互いの考えを

深める姿が見られました

（資料６）。 

なるほど。付け加えていい

と思うよ。その方が、説得

力が増しそうだね。 

この付箋は、反論に対する

考えの根拠になると思うん

だけど…どうかな。 

「構成表作りのポイント」

の(2)に当たるね。 

構成表作りのポイント 

(1)「根拠となる出来事・資料」 
・出来事と資料の内容がより合っている付せんを選ぶ。 

(2)「予想される反論と、それに対する自分の考え」 
・反論への考えについて、根拠となる事実を付け加える。 
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  構成表作りの学習活動の前に、児童自身が

本時の学習のゴールを見通せるように、到達

基準を提示しました。 
到達基準は、本時の評価と対応させており、

Ｂ判定（おおむね満足の状況）を「〇」として

設定しました。 
 
 
 
 
 
（学習活動後の振り返り） 

 
 
 
 
 こうした毎時の振り返りは、学習計画表の学習

活動と対応させて記述させました。こうすること

で、単元全体を通して自身がどのように学びを積

み重ねてきたか、足跡を見返すことができるよう

になると考えます。 
また、教師は、毎時児童の振り返りの言葉を点

検し、学びの実感や気付きが特に伝わる児童の記

述について、教室に掲示した学習計画表に転記し

ました（資料７）。それにより、振り返りの書きぶ

りや視点を学級全体で共有することにつながり

ました。さらに、「掲示物に自分の振り返りの言葉

が載るかもしれないから、よく考えて書こう」と、

児童の意欲を喚起することにもつながりました。 
 
 
 

Ｄ  できるようになったことや、分かったことについて、その理由や根拠を考える。 

 

ｊ′ 到達基準を基に学習を振り返らせることで、自分の学びを実感できるようにす

る。 

第二次 

⑨／11 

構成表作りのポイント 

(1)「根拠となる出来事・資料」 
・出来事と資料の内容がより合っている付せんを選ぶ。 

(2)「予想される反論と、それに対する自分の考え」 
・反論への考えについて、根拠となる事実を付け加える。 

これから構成表作りをするけれど、ポイントの(1)を踏まえて作ることができたら、今日の

学習は「○」ですよ。さらに、(2)も踏まえて作ることができたら、「◎」です。 

友達の助言のおかげで、(1)だけで

なく、(2)も踏まえることができ

た！今日は、「◎」だ。 

(1)を踏まえて構成表作りができた

から、今日は「〇」だな。 

私は「〇」。でも、(2)の「根拠となる事実」を付け加えることはできなかったけど、友達

と話し合ったことで、次の学習までに図書室で調べたいことを思い付くことができたよ！ 

資料７ 学習計画表を用いた振り返り（掲示物） 
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単元の終末で、身に付けた力を振り返らせました。新しく身に付けた知識をまとめ、それをカード

化して教室内に掲示しました（資料７）。 
  本学級では、他の単元学習も、学習後に同様の作業を繰り返しており、カードが増えていっています。 
 

本単元の学習後、市の弁論大会に向けて、自由なテーマで意見文を書かせました。Ｂ校の代表に選ばれ

た児童が、練習として全校児童の前で発表した後、発表原稿を印刷して学級の児童に配付しました。本単

元で学習した、意見文の構成を基にして書かれていることに気付いた児童たちは、学習したことの意義を

実感していました。説得力のある意見文の構成について、理解を深めることができたと考えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｗ 単元で学んだことについて、日常生活の中で活用する場を設定することで、学び 
の習熟を図る。 

単元後 
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★本単元における授業改善の流れ（単元後） 

授業改善の流れ Ｂ教諭の意識 
「授業改善ステップ表」と 

「手立て一覧表」の活用 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元前の児童（✔）と本単元での児童（◆） 

 ステップ① ステップ② ステップ③ 

Ａ  ✔ ◆ 

Ｂ ✔ ◆  

Ｃ  ✔◆  

Ｄ ✔ ◆  
 

 

◯学習課題を立てる段階で、教師自作の２つの意見文を対比的に提示したこと

により、本単元のねらいが焦点化され、児童は学習のゴールまでの見通しを

もつことができたと考えられる（ｈ′）。 

◯ウェビングを用いて考えを整理させたり、色分けした付箋を用いて情報を整

理させたことにより、児童にとって文章構成の工夫が視覚的にも分かりやす

くなったと考えられる（ｎ）。 

○児童が気付いた構成表作りのポイントを基に到達基準を設定したことで、単

元のゴールが明確になった（ｊ）。 

○構成表作りのポイントを踏まえているかという観点を到達基準として示した

ことで、話合いの目的が明確になり、互いのよさや修正すべき点について活

発な意見交流が見られた（ｊ、ｐ′、ｊ′）。 

●対話によって、意見への反論に関する情報量を増やしたかったが、児童間で

反論を考えることは難しかった。対話で考えを深める学習活動に重きを置い

た単元計画が必要であった（ｐ）。 
●学習を通して修正された構成表の例を学級全体に紹介し、どこがどのように

改善したのかを話し合えば、学びを実感させることにつながるのではないか

（ｊ′）。 

取り入れた 

手立ての 

有効性の 

検討 

観点Ａ、Ｂ、Ｄは、単

元前より１つずつステ

ップアップできている

ぞ！ 

学習課題で、身に付けるべき力と具体的な学習活動（思考操

作）についても明示したところ、単元のゴールへの見通しをも

って学習に臨む児童が増えたよ（ｈ′）。 

次の単元では、児童の学習履歴や単元の特質に応じて学習過

程に軽重を付ける i の手立ても取り入れることで、観点Ｃをス

テップアップしたい！！ 

次の単元に 

向けた 

手立ての検討 


